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疥癬集団発生時の院内感染対策について
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【目的】疥癬に罹患している患者が入院治療と理学療法介入に伴い，医療従事者へ感染伝播した事例を通して，感染管理室とリ
ハビリテーション部の感染対策について報告する。
【方法】高齢女性 平成 26 年 1月上旬 自宅で転倒受傷して入院 診断；恥骨骨折 既往歴；疥癬の診断なし 入院時，全身に
掻痒性皮疹 他院で処方されたリンデロンを外用したが，皮疹が拡大した。ADL；食事以外全介助 入院前生活：自宅内杖歩行
自立 屋外車いす利用 要介護 2 入院 5日目 リハビリテーション科併診 理学療法開始 入院 4週 1日目 皮膚科併診
腋窩の小膿疱より疥癬虫ヒゼンダニ 1匹を検出し，通常疥癬と診断 オイラックス外用薬とストロメクトール内服治療開始
主治医，看護師長と感染管理室へ連絡 接触した医療従事者の感染対策開始 入院 2.5 ヶ月目 患者転院 病棟の最終発症者治
癒 担当理学療法士の両上肢と腹部に発疹と掻痒感出現 入院 3ヶ月目 近医皮膚科受診し，外用薬処方で経過観察 入院
4ヶ月目 理学療法士の皮膚症状増強し，当院皮膚科受診 疥癬虫未検出 入院 5ヶ月目 疥癬虫検出診断 治療開始 入院
6ヶ月目 治癒 治療終了
【結果】1．感染管理室の指導・対応 ①患者基本情報の収集：入院前後の皮膚の状況，生活状況 ②接触者調査：関係部署に情
報提供し，患者の同室者，接触した職員に自己申告依頼 接触者は，同室の患者 5名と担当理学療法士 1名を含めた医療従事者
56 名で，同室者の発症はなかった。患者の診断日から 17 日間に手部～腋窩に発疹や掻痒などの皮膚症状があった発症者は看護
師 9名。③初期対応の指導：患者個室隔離，標準予防策の徹底，手袋と 1患者 1手洗い，肘以遠の手洗いとエプロンかガウン着
用を強化，同室者患者と接触職員の症状の観察強化，症状発生時の速やかな感染管理室報告と皮膚科受診 ④職業感染；受診費
用病院負担 労働災害申請 ⑤有症状者の発生対応；発症者の把握 就業制限の対象者と期間決定 予防投与検討 勤務は，
確定診断までと内服翌日から勤務許可とし，確定診断後の投与後 24 時間までは休職。予防投与は担当理学療法士 1名を含めた
47 名。2．担当理学療法士とリハビリテーション部の対応 ①発症原因の確定；疥癬を伝播するリスクと症状発生時期の一致
②接触者の調査；理学療法士と接触した入院と退院患者を対象に，時系列に接触頻度や期間，皮膚症状について調査選定 ③接
触者へ説明：入院患者は直接，本人や家族に説明，退院患者は説明書を郵送 担当した患者は 117 名で，発症の疑いのある患者
は観察やカルテ所見調査から 43 名に絞られた。その内，問い合わせと受診対応があったのは，入院患者 2�13 名中，退院後患者
1�30 名中であり，最終的に疥癬は否定。④症状発生者の受診や投薬の費用に関する調整：連絡対応は感染管理室，受診対応は皮
膚科 受診費用病院負担 ⑤リハビリ部の対応：疥癬の知識習得と場所を病棟に替え，標準予防策 手袋と長袖の勤務服着用，
治療の過程での直接接触を避けた治療方法の立案，順番は最後。移乗介助などに必要な濃厚接触をする場合は標準予防策とガウ
ン着用。職場の混乱を避け，過剰な感染対策の防止 心理的支援など。他の患者のリハビリ治療は，直接皮膚接触禁止，濃厚接
触を必要とする患者，易感染者や小児の担当を中止。理学療法士自身も常に身体の位置や症状を意識しながら行ない，疑わしい
場合は速やかに感染管理室へ報告する体制にした。
【考察】感染管理マニュアルでは，入院時から感染疾患の疑わしい患者は，感染症と診断がつく前から拡大する可能性があるの
で，入院時から感染予防対策が必要である。その対策は臨床症状で，疑いの時点から「伝播を防止する」ことを目的として，1
例の発生で感染管理室への報告を義務付けている。しかし，その疑いの目は正しい知識の下で成り立つものであり，疥癬の特徴，
感染伝播のリスクについての職員教育は重要である。今回，入院時から皮膚症状が確認されていたにも関わらず，感染管理室へ
報告及び皮膚科の受診に 1ヶ月も時間がかかり集団発生へ発展した。また，一般的に直接接触以外は，標準予防策で対応可能と
あるが，担当理学療法士は標準予防策を講じ，さらに予防投与後も発症したことから，予防着も必要である。原因として手袋と
勤務服との境目の皮膚露出，介助時の密着や衣服へのダニの付着などが推察された。しかし，最善は治療開始時から皮膚の状態
の観察，報告，対策をして自分自身も注意を払うことが確実である。
【理学療法学研究としての意義】理学療法分野における感染症関連の報告は乏しく，この報告が感染対策の一助に成り得る。
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